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今週のお祝い

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／木美俊彦 ●幹事／長棟信泰 ●会報／楠 明彦

会員数 90名

「 ロータリーに誇りを ! 参加しよう そして、行ってみよう 」

今週のお祝い

本人誕生祝： 5日 岩崎 稔君 15日 永島正道君
19日 大場英之君 25日 坂口紀之 名誉会員
27日 秦野啓一君 池淵建夫君 29日 北沢 薫君

会員数 90名
（正会員 89名 名誉会員 1名）

会長挨拶
日本人のことについての話です。外国の方から見

たらどのように思われているかということで 有名な本

幹事報告
１．6/7青少年交換プログラム引継ぎ会、Inbound

学生送別会並びに Outbound学生壮行会たらどのように思われているかということで、有名な本
では「菊と刀」という本で恥の文化について紹介して
います。

私が面白く感じた本では韓国の方が書いた「縮み
思考の日本人」という本で、大きなものを小さくしてい
く特性を紹介してあります。例えば箱庭や石庭や盆
栽などがあります。神棚や仏壇や床の間なども精神
的ミニスポットとして例に上げています。

学生送別会並びに Outbound学生壮行会
（津山国際ホテル）小土井青少年交換副委員長
出席

２．6/8中海一斉清掃 22名参加
３．9/7会員増強・Ｒ財団合同セミナーのご案内

（ホテルサンパレス益田）
４．中海再生プロジェクトＮＥＷＳ6月号

6/29 中海オープンウォータースイム2014
ボランティアスタ フ募集的ミ スポットとして例に上げています。

俳句なども「縮み思考」の象徴として、一点に凝縮
する日本人の特性としています。弁当もその例に挙
げていて、最近ではフランスでも流行しているようでし
て、不思議な感じがします。

団扇というのはどこの国にもあるのですが、扇子の
よう団扇をたたんで小さくするというのは日本だけのよ
うであります。日本人には、何でもかんでも小さくする

ボランティアスタッフ募集
５．例会変更のお知らせ

境港ＲＣ 6/24（火） 夜間例会
ビジター受付 あり

倉吉東・松江東 6/19（木） 〃 〃
松江南 6/23（月） 〃 12：00～12：30 〃
鳥取北 6/24（火） 休会 （定款第6条） なし
松江しんじ湖 6/24（火） 休会 （定款第6条）

という特性があるようでして、なかなか面白いなと感じ
ましたので紹介させていただきました。

12：00～12：30 ビジター受付あり
松江 6/25（水） 休会 （定款第6条） 〃

今後の主な行事予定今後の主な行事予定
6/18 職場訪問

「山陰労災病院 ミニ人間ドック」
6/25 夜間例会 （サンルート）



＜プログラム＞

奉仕プロジェクト 宮永誠治 理事

「理事退任挨拶」

Ｒ財団 梅田整一 理事

初めて理事をさせていただきました。各リーダー
それぞれの方が能動的に動いていただいたおか
げで、ずいぶん助かりました。

また理事会というのがロータリーの最終意思決
定機関だということが大変よくわかりました 理事

Ｒ財団は皆様から寄付をいただくことが仕事というこ
とで、私自身は得意なことではないのですが、皆様に
は多くのご協力をいただきました。

寄付というのは日本人にはなじまない面もあるのか
が ブ定機関だということが大変よくわかりました。理事

をすることによってロータリーに対する理解が進ん
だのかなと思いました。この一年間、本当にありが
とうございました。

長棟信泰 幹事

もしれませんが、次年度からはアクティブに活動して
いただければとお願いしたいと思います。
次年度の理事には7月から積極的に寄付を募るよう

申し伝えておきますので皆様よろしくお願いします。

木美俊彦 会長

私は、ロータリー歴は長いのですが、あまり一生
懸命ではなかったものですから 幹事という役目

スタートしてから徳島の阿波踊りや、図書館への寄
贈などてんやわんやで、就任早々、一年持つのかなと
心配しておりました。なんとか残り3週間を残すのみと
いうと ろまで ぎ けました懸命ではなかったものですから、幹事という役目

を引き受けてからは気の重いスタートでありました。
しかしこの一年間、非常にいい経験をさせていた
だきました。上座に座らせていただきながら各会
員である皆さんの表情を興味深く見させていただ
くチャンスに恵まれました。

思い出深いのが、村上会員、上森会員という大
御所の会員がお亡くなりになられたことです。すご
い人生を歩んでこられた方に そ と見守 ていた

いうところまでこぎつけました。
まだソウルのイエジャンのメンバーとの交流や最終

の夜間例会など重要な行事が控えておりますので、
残りを一生懸命がんばりたいと思います。
先ほどの話でもありましたが2回も弔辞を読むような

ことになったのは非常に残念なことでありました。お二
人にはロータリーの真髄のことを、お聞きしたりしまし
た。米子東ロータリークラブは会員が非常に増えてき

い人生を歩んでこられた方に、そっと見守っていた
だいていたのだなという感想を持ちました。

若い人も増えていますが、大先輩に見守られな
がらロータリーというくくりの中で関り合い、高め
あっていけるのはロータリーならではと思います。

今まで演歌などを口ずさんでいた私が時として
ロータリーソングを口ずさむ自分に驚いています。
非常に実り大きい１年間でありました。本当にお世

ています。気がつけば山陰で最大のクラブとなってい
ます。数が増えた分、会員同士の融和に力を入れて
まいりました。ＣＬＰ（クラブ・リーダーシップ・プラン）と
いう、いかに効率よくクラブ運営をしてまとめていける
かということがロータリー活動に採り入れられています。
そのＣＬＰを実際に実行いただいた各リーダーの皆様
には、個別に改めて御礼申し上げたいと思います。
「参加しよう そして行ってみよう」と掲げたテーマの

話になりました。
「参加しよう そして行ってみよう」と掲げたテ マの

もとメンバーの皆様にご協力いただきお世話になりま
した。この一年間本当にありがとうございました。

6/13 ソウル芸場ＲＣ来訪 米子鬼太郎空港

どじょうどじょう
すくいに
チャレンジ


